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S3-1-1　説明に該当する事項を言いなさい。（問題の後をクリックして解答チェック）

 (1) 豊
とよとみ

臣政権下の五
ごたいろう

大老で、徳
とくがわいえやす

川家康、前
まえだとしいえ

田利家の他の 3 人。

 ⇒ 毛
もうりてるもと

利輝元・上
うえすぎ

杉景
かげかつ

勝・宇
う き た

喜多秀
ひでいえ

家

 (2) 豊
とよとみ

臣政権下の五
ご

奉
ぶ

行
ぎょう

で、石
いしだみつなり

田三成、浅
あさのながまさ

野長政の他の 3 人。

 ⇒ 前
ま え だ げ ん い

田玄以、増
ましたながもり

田長盛、長
な（が）つかまさいえ

束正家

 (3) 関
せきがはら

ヶ原の戦い後に残された豊
とよとみひでより

臣秀頼の領地。

 ⇒ 摂
せ っ つ

津・河
か わ ち

内・和
い ず み

泉

 (4) 大
おおさか

坂の陣
じん

はある寺院の鐘
しょうめい

銘の問題を口実に開始されたが、その寺院名。

 ⇒ 方
ほうこうじ

広寺　※銘文「国家安康」「君臣豊楽」の句が入っていた。

 (5) 武
ぶ け し ょ は っ と

家諸法度と禁
きんちゅう

中 並
ならびに

公
く

家
げ

諸
しょ

法
はっ

度
と

を起草した人物。

 ⇒ 金
こんちいん

地院崇
すうでん

伝　※臨済宗の僧

 (6) 高僧への紫
し え

衣着用の勅
ちょっきょ

許を幕府が無効としたため突然譲位した天皇。

 ⇒ 後
ごみずのおてんのう

水尾天皇（在 1611-1629）　※紫
し え じ け ん

衣事件

 (7) 参
さんきん

勤交
こうたい

代で定められた大名の江戸在府期間と江戸住まいが命ぜられた人たち。

 ⇒ 1 年（一年おきに領地と交互に住む）、正室とその子女

 (8) 幕府直属の旗
はたもと

本や御
ご け に ん

家人の総称、および、徳
とくがわ

川御三家。

 ⇒ 直
じきさん

参、および、尾
お わ り

張・紀
き い

伊・水
み と

戸

 (9) 富農への土地集積による農民の階層分化を防ぐことが目的の令。

 ⇒ 田
でんばた

畑永
えいたい

代売
ばいばい

買の禁令

 (10) 耕地の零細化を防止し、年
ね ん ぐ

貢徴収を確保するための田畑分割相続の制限令。

 ⇒ 分
ぶんちせいげんれい

地制限令

 (11) ヤン・ヨーステンとウィリアム・アダムズを乗せたリーフデ号の漂着地。

 ⇒ 豊
ぶ ん ご

後

 (12) 1610 年に家康がスペイン領メキシコに派遣した京都の商人。

 ⇒ 田
たなかしょうすけ

中勝介　※史上初めて米大陸に渡り、また太平洋を横断・往復した日本人。

 (13) 朱印船を出した、長
ながさき

崎、摂
せ っ つ

津、京都の商人。

 ⇒ 長
ながさき

崎の末
すえつぐへいぞう

次平蔵、摂
せ っ つ

津の末
すえよしまござえもん

吉孫左衛門、京都の角
すみのくらりょうい

倉了以・茶
ち ゃ や し ろ う じ ろ う

屋四郎次郎など

 (14) オランダ商館の本店名と所在地、ならびに幕府に提出した海外事情報告書。

 ⇒ 東インド会社、バタヴィア（現、ジャカルタ）、ならびに『オランダ風
ふうせつがき

説書』

 (15) 1699 年に多数のアイヌを率いて松前藩の支配と収奪に抵抗したアイヌの首長。

 ⇒ シャクシャイン

 (16) 寛
かんえいじ

永寺の開基と開山、ならびに、寛
かんえいじ

永寺に眠る徳
とくがわ

川将軍。

 ⇒ 開基は家
いえみつ

光、開山は天
てんかい

海、家
いえつな

綱、綱
つなよし

吉、吉
よしむね

宗、家
いえはる

治、家
いえなり

斉、家
いえさだ

定の 6 人
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S3-1-2　説明に該当する事項を言いなさい。（問題の後をクリックして解答チェック）

 (1) 将軍家
いえみつ

光の異母弟で、4 代将軍家
いえつな

綱を補佐した人物。

 ⇒ 保
ほしなまさゆき

科正之　※会津松平家初代

 (2) 時勢に不満をもつ牢
ろうにん

人を糾合して、江戸・大坂・京都などでの蜂起を企てた人物。

 ⇒ 由
ゆ

井
い

正
しょうせつ

雪　※慶
けいあん

安事件

 (3) 家の断絶をまぬがれるため当主の危
き と く

篤に際して急に願い出て行う養子縁組。

 ⇒ 末
まつ

期
ご

養
よう

子
し

 (4) 5 代将軍徳
とくがわつなよし

川綱吉の側
そばようにん

用人として幕政を補佐した人物。

 ⇒ 柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よしやす

保

 (5) 林
はやしらざん

羅山が上
う え の

野忍
しのぶがおか

ヶ岡に設けた孔
こうしびょう

子廟と私塾を移して整備した学問所。

 ⇒ 湯
ゆ し ま

島聖
せいどう

堂　※文京区湯島一丁目。「日本の学校教育発祥の地」の掲示がある。

 (6) 1701 年には赤穂事件で改易となった藩、および、切腹した藩主。

 ⇒ 播
はりまのくに

磨国赤
あ こ う

穂藩、藩主は浅
あさのたくみのかみながのり

野内匠頭長矩

 (7) 1657 年に発生した振
ふりそで

袖火事とも呼ばれる江戸三大大火の一つと、時の将軍。

 ⇒ 明
めいれき

暦の大
た い か

火、4 代将軍家
いえつな

綱

 (8) 幕府の財政赤字解消のために将軍綱
つなよし

吉に貨
か へ い

幣の改
かいあく

悪を建言した勘
かんじょう

定吟
ぎんみやく

味役。

 ⇒ 荻
おぎわら

原重
しげひで

秀　※近年、この政策を高く評価する説がある。

 (9) 朝廷重視政策の一環として新
あ ら い

井白
はくせき

石が創設させた宮家。

 ⇒ 閑
かんいんのみやけ

院宮家　※直
なおひと

仁親王（東
ひがしやま

山天皇第六皇子）が創設。

 (10) 江戸時代前期から盛んに栽培されるようになった四
し ぼ く

木三
さんそう

草。

 ⇒ 四木は茶
ちゃ

・漆
うるし

・桑
くわ

・楮
こうぞ

、三草は紅
べにばな

花・麻
あさ

・藍
あい

。

 (11) 四
し ぼ く

木三
さんそう

草以外に盛んに栽培された商
しょうひんさくもつ

品作物。

 ⇒ 綿、菜
な た ね

種、タバコなど

 (12) 高
たかせがわ

瀬川・天
てんりゅうがわ

竜川などを開削して水路を開いた人物。

 ⇒ 角
すみのくらりょうい

倉了以

 (13) 東
ひがしまわ

廻り海運・西
にしまわ

廻り海運の交通網を整備した人物。

 ⇒ 河
かわむらずいけん

村瑞賢

 (14) 業者が営業免許・特権付与の代償として領主（大名）に献上した金穀。

 ⇒ 冥
みょうが

加　※一方、業者に課された金納の雑税を運
うんじょう

上という。

 (15) 蔵物を買い付けた業者から料金を徴収し、各藩へ支払いを代行した業者。

 ⇒ 掛
か け や

屋

 (16) 蔵
くらもと

元・掛
か け や

屋の業に加え金融業を一貫して行い巨利を得た業者。

 ⇒ 札
ふださし

差
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S3-1-3　説明に該当する事項を言いなさい。（問題の後をクリックして解答チェック）

 (1) 正
しょうふう

風俳
はいかい

諧を確立して『おくのほそ道』などの紀行文を著した人物。

 ⇒ 松
まつおばしょう

尾芭蕉

 (2) 浮
う き よ ぞ う し

世草子と呼ばれる小説の『好
こうしょくいちだいおとこ

色一代男』『日
にほんえいたいぐら

本永代蔵』などを著した人物。

 ⇒ 井
いはらさいかく

原西鶴

 (3) 人
にん

形
ぎょう

浄
じょうるり

瑠璃の脚本家で『国
こくせんやかっせん

姓爺合戦』『曽
そねざきしんじゅう

根崎心中』などを著した人物。

 ⇒ 近
ちかまつもんざえもん

松門左衛門

 (4) 大坂道
どうとんぼり

頓堀に人形浄瑠璃の竹
たけもとざ

本座を開設し、人形浄瑠璃隆盛の礎を築いた人物。

 ⇒ 竹
た け も と ぎ だ ゆ う

本義太夫

 (5) 『見
み か え

返り美
び じ ん ず

人図』を描いた浮
う き よ え

世絵師。

 ⇒ 菱
ひし

川
かわ

師
もろのぶ

宣

 (6) 朱
しゅしがく

子学の啓蒙に努め京
きょうがく

学派を興した儒
じゅがく

学者。

 ⇒ 藤
ふじわらせいか

原惺窩

 (7) 山
やまざきあんさい

崎闇斎が説いた、熱烈な天皇崇拝の立場が特徴の神道説。

 ⇒ 垂
すいかしんとう

加神道

 (8) 知
ちこうごういつ

行合一の立場で現実を批判してその矛盾を改めようとする新儒教学説。

 ⇒ 陽
ようめいがく

明学

 (9) 朱子学に疑問を抱き古
こ

義
ぎ

学を首唱、京都堀
ほりかわ

川に古
こ

義
ぎ

堂
どう

を開いた人物

 ⇒ 伊
い

藤
とう

仁
じんさい

斎　※堀川学派と呼ばれた。

 (10) 古
こ

文
ぶん

辞
じ

学
がく

を唱え『政
せいだん

談』を著した儒者で、柳
やなぎさわよしやす

沢吉保や徳
とくがわよしむね

川吉宗に重用された。

 ⇒ 荻
おぎゅうそらい

生徂徠　※江戸茅
かやばちょう

場町に蘐
けんえん

園塾を運営したことから蘐
けんえん

園学派と呼ばれた。

 (11) 武士も商業を行い、専売制度で利益を上げることを唱える『経
けい

済
ざい

録
ろく

』の筆者。

 ⇒ 太
だざいしゅんだい

宰春台　※荻
おぎゅうそらい

生徂徠の弟子

 (12) 新
あらいはくせき

井白石がイタリア人宣教師シドッチの尋問内容を記した著。

 ⇒ 『西
せいようきぶん

洋紀聞』

 (13) 出版されたものとしては日本最古の農書である『農
のうぎょうぜんしょ

業全書』の著者。

 ⇒ 宮
みやざきやすさだ

崎安貞

 (14) 本
ほん

草
ぞう

書の『大
や ま と

和本
ほん

草
ぞう

』を著した学者。

 ⇒ 貝
かいばらえきけん

原益軒　※本
ほんぞうがく

草学は薬用とする植物・動物・鉱物の研究。

 (15) 『発
はつびさんぽう

微算法』を著した和
わ さ ん

算の学者

 ⇒ 関
せきたかかず

孝和

 (16) 日本独自の暦である貞
じょうきょうれき

享暦を作った天
てんもん

文・暦
れきがく

学の学者。

 ⇒ 渋
しぶかわ

川春
しゅん

海
かい

（安
やすいさんてつ

井算哲）
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S3-1-4　画像に関する質問に答えなさい。（問題の後をクリックして解答チェック）

 (1) 写真の建物は観月のための「月
げっぱろう

波楼」と呼ばれる

茶屋で、右手奥には茶屋の「松
しょうきんてい

琴亭」が見える。

この建物は、京都市西
さいきょう

京区にある皇室関連施設

の一部で、江戸時代の 17 世紀に皇族の八
はちじょうのみや

条宮の

別邸として創設された建築群と庭園からなってい

る。この施設の名称を言いなさい。

 ⇒ 桂
かつらりきゅう

離宮

 (2) 写真は建
けんにんじ

仁寺が所蔵（京都国立博物館に寄託）

する二曲一双の屏風で国宝に指定されている。

この作者は、京都で扇絵を中心とした屏風絵

や料紙の下絵など、紙製品全般の装飾を制作

していたと考えられているが、この絵は扇絵と同じように、中央下から上に扇

型に広がる構図を取っているのが特徴である。この作品名と作者を言いなさい。

 ⇒ 『風
ふうじんらいじんず

神雷神図』、俵
たわらやそうたつ

屋宗達

 (3) 写真は根
ね づ

津美術館が所蔵する国宝の六曲一

双の屏風の一部である。この作品の作者の

画風は伝統的な大和絵の手法を受け継ぐ

が、晩年には水墨画も手掛けている。作品

としては、大画面の屏風のほか、扇面などの小品や、蒔絵などの作品もある。

また、実弟は陶芸家として著名である。この作品名と作者を言いなさい。

 ⇒ 『燕
か き つ ば た ず

子花図』、尾
おがたこうりん

形光琳

 (4) 写真は東京国立博物館所蔵の『如
にょらいりゅうぞう

来立像』で、簡素化したデ

ザインと粗いノミの跡が残る野性味に溢れた作風が特徴であ

る。この作者は、江戸時代前期の修
しゅげん

験僧・仏師・歌人で、木

彫りの仏像を日本各地に残している。一説に、生涯で約 12
万体を彫ったと言われ、現在まで発見された作品は約 5,300
体以上に及ぶ。この作者を言いなさい。

 ⇒ 円
えんくう

空
ReijiYamashina
CC BY-SA 4.0
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